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目 的　 ｏ Ｌ が 社 会 生 活 を 通 じ て い か な る 被 服 感 を 持 ち 、 あ る い は 被 服 に 対 し ど の 様 な 関 心

度 を 持 っ て い る の か を 明 ら か に す る 。 形 成 さ れ た 被 服 の シ ン ボ ル の 意 味 と 要 因 を 求 め る 。

方 法　 京 阪 神 在 住 ・ 通 勤 の ｏ Ｌ を 対 象 に ア ン ケ ート 調 査 を 実 施 し た 。 京 阪 神 に 事 業 所 を 置

く 企 業 、 及 び 学 校 、 官 庁 に 小 ダ フ ール に 分 け て 配 付 す る 郵 送 留 置 法 と し た 。 調 査 実 施 数 は

18   ･3、 回 収 率 は9    9.5 ％ 。 被 調 査 者 は 、（1    9 歳~  5    6 歳 、 平 均2    8  .　0 歳 、M   o ：

2    5 歳 の 女 性 ） で あ る 。 調 査 実 施 時 期 は 、 昭 和6    1 年1  1 月 下 旬 ～1    2 月 上 旬 で る 。 主 た

る 調 査 項 目 は 、 基 本 属 性 、 勤 務 期 間 、 購 読 誌 、 被 服 の 購 入 動 機･、 関 心 度 な ど か ら な る 。

結 果 と 考 察　 ① ： 被 服 購 入 に 当 た り 最 も 関 心 の 高 い も の は 、 「 着 心 地 が い い も の 」 「 個 性

が 発 揮 で き る も の 」 「 経 済 的 な も の 」 （24 ．7   、22 ，0 、19.2   % ） ② ： 「 個 性 的

な 服 装 は 会 社 員 と し て 好 ま し く な い 」 に 「 あ ま り 思 わ な い 」（42.0 ％ ） 、r  流 行 を す

ぐ 取 り 入 れ る の は 軽 薄 だ 」 に 「 あ ま り 思 わ な い 」（50.3  %  ） 個 性 化 や 流 行 に 対 し て 肯

定 的 な 意 見 を 持 っ て い る 。 ③ ： 通 勤 着 の 購 入 に 関 し て は 「 計 画 的 に 」 「 必 要 に 迫 ら れ て 」

（24.     2,     26.     6 ％ ） 「 衝 動 的 」（23.3  ％ ） で あ り 「 店 員 に 」 は1  0  ％ 以 下 で あ

っ た 。 （3   位 ま で の 合 計 ）I④: 流 行 の 認 知 経 路 は 「 シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ 」 「 街 頭 で の 服 装J

(27.      1 、24.      1 ％ ） で あ っ て 、 フ ァ ッ シ ョ ン 誌 は2  0  ％ 以 下 。 フ ォ ロ ア ー 的 傾 向 で

流 行 の 捉 え 方 の 特 徴 が 見 受 け ら れ る 。 ⑤ ： 「 化 粧 を し て い な い 時 に 人 に 会 う の が 気 に な る

か 」 で は 、 共 学 大 学 出 身 者 が 他 と 比 較 し 気 に な ら な い 方 が 有 意 に 多 い 。 ま た 気 に す る 人 ほ

ど 衝 動 買 い 傾 向 が 有 意 に 出 現 し 。 気 に し な い ほ ど 「 必 要 に 応 じ て 購 入 す る 」 傾 向 に な る 。

B 164　　 衣服 のシン ボル形成 について
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目的　 現代の多 様化 した社会 状勢は、生 活意識に変化 をもた らし 、消費意 識も一様で は

ない 。衣服の選択 行動も 複雑化 している 。衣服に対す る価値観 とか嗜好状況 。さらに 衣服

のシン ボル形成を 検討すること は、適切な 衣服 の選択 基準の把 握とか。合理的 な消費 行動

の指導 に意義深い と考え る。

方 法　 衣服観、シ ンボル形成 の把握に は。質問紙 調査による 。対象は広島 地区 の短大・

大学 の青年女子（18 ～24 才）396名である 。調査時期は 昭和61 年11 月に実施す る。調査 項目

は、 個人特性。被 服購入基 準、シンボル形 成時 期（ 幼児。小学 、中学、高校 、大学)  - 制

服 への被服観。嗜 好色 の認 識に類別する 。調査デ ータの解析は 、S  P  S  S  統 計パッケ ージ

を用い る。単純集 計とクロ ス集 計の一部 を報告する 。

結果　 留置法に よる回収は女 子大125 名 、短大はＳ 校112 名。o 校159 名であ る。 個人 特

性は 、会社員52.3% 、自 己住宅85.9%  ｡ 家族数両 親兄 弟 の核家 族69.4% の中 流家庭 の集団

であ る。既製服購入 の行動は 。予算をた て、自 分で 購入し、 サイズ、デ ザイン価格 を重視

する 自主的態度 が50 ％以上 みられる。服 装や流 行に関 心を持ち 始める のは、 中学時代 であ

る が。シンボル形成 が確立す るのは高校 時代で。 購入 行動 が積 極的となる 。家族 の服装に

も 関心はある が、 嗜好性 への影響は家族 より社 会の流行 が強い 。制服 への関 心は。 よいと

す るのは65.7% あ り、 その裏付けは経 済的（87.9% ） で。派手 にならない（45.2% ） 、服

装に気 を使 わな くてよい（64% ）となる 。衣服 の持つ老 会性、 個性の表現 について の認識

は未熟な面 がう か がえる。シンボル形成 時期 の指導について の再検討 が課題である 。


